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• IR研究の基本的考え方及び研究方法 

• IR研究の有効な情報発信及び手段 



IRの定義および主な機能 



アメリカのIR研究担当組織の主な任務 

 校内の関連データの収集・整理・発表を担う中心部門 

 データの分析・研究を利用し、経営陣の意思決定のシンクタンク 

 関連情報を活用し、分析し、大学の効率的運営や持続的発展を
促進する部門 

 

 

 

 

 

 
 

• Institutional Research is a set of activities that support institutional planning, 

policy formation, and decision making. （Joe Saupe, 1990） 

IRとは、大学等の機構における企画、政策設定及び意思決定等
をサポートする一連の活動のことである 

 

 

IR研究の定義 

IR担当スタッフの基本的責任 
         情報提供⇒研究分析⇒意思決定の助言 
 



Our Office Mission 
-- 

Mānoa Institutional Research Office  
provides information and research-based analysis to  
fulfill mandatory reporting requirements and  
support university decision-making  
for institutional effectiveness. 

 

ハワイ大学マノア校IRオフィスのミッション 

情報の提供やデータの分析に基づいた研究を通じて、
大学の報告義務の要求や組織運営効率の向上に関す
る意思決定のサポート等を遂行する。 

 



アメリカの大学IRの動向 



機能・位置づけの転換 
 

情報提供から意思決定のサポートへ： 

 IR部門は、さらに大学運営の意思決定の諮問組織とし
て位置付けられている。 

 重要な政策を決める際、大学の執行部は常にIR部門
に助言を求め、IR研究の分析結果やアドバイスを通じて
新しい政策を打ち出す。 

 
 



コミュニケーションと連携の強化 

• 執行部とのコミュニケーションと連携：執行部のニーズに合わ
せ、データを収集・整理・分析・発信することによって、執行部
の「意思決定能力」をサポートする。 

• IT技術との連携の強化：オンライン式のデータ収集・発信シス
テムの構築、IR部門を効率的に管理する。 

• グラフィックデザイナーとの連携の強化：ビッグデータ時代には、
一般ユーザーのデータへの多様化の要求が益々強くなるため、
それに対して柔軟に対応する。 

• 大学広報部門及び外部メディアとの連携の強化：データに基づ
き、大学のイメージ向上などに資する。 

• 他大学や専門組織との連携の強化：総合効果を求めるため、
IR研究の質と量の向上を図る。 



IR研究の基本的考え方
及び研究方法 



大学運営に必要な基本的データベースの構築 

• 執行部や対内外の説明責任等のニーズに合わせ、
データベースの整備、収集。 

• 学内各部門の連携を強化し、既有データまたは新し
いデータを収集する。 

• データ収集及び発信のルールを事前に決めることに
よって、経年データの一致性及び他大学との比較の
可能性を確保する。 

• データの意味づけ及び制限を明確にし、データの利
用、把握、分析、解釈そして報告の一連のプロセスを
熟練し、執行部に有意義の提案を提供する。 

 

 
 



IR研究部門 
システム化・標準化の管理戦略 

•関連業務の基準やルールを把握し、熟練すること。 

•全学のデータベース及び関連データの利用を熟練する
こと。 

•学内の諸重要な意思決定への参加・関与、大学が直
面する問題を事前に把握すること。 

•学内各部門と深く交流し、各部門の主な任務やミッショ
ン、人員配置、業務遂行のプロセスなどを事前に理解
すること。 

***上記の4つの側面をまとめ、データを利用し、「大学
の意思決定能力をサポートする」ということをIRの前提と
して、標準化されたデータ、分析のシステムを構築する。 



具体的な問題への対応及び考え方 

• 研究問題の設定(research question)：執行部とのコミュニケー
ションの強化を通じ、執行部が関心が強い問題点の内容及び
背景を確定し、多岐に渡る問題を、データによって分析可能
の幾つかの具体的なサブ課題にまとめる。 

• 文献レビュー (literature review)：過去関連研究成果や文献を
収集する。特に各IR研究部門が行った研究が重要な参考に
なる。これらの研究の方法とデータをレビューし、新たな研究
を行う。 

• 方法論 (methodology)：文献レビューを通じ、既存データや分
析方法の評価を通じて、自らの分析方法とデータの活用を参
考する。 

• 分析と結論 （Analysis and Conclusion）：執行部合理的、適切
な「オーダーメード式」の報告を提供する。 

• インプリケーション（implication）：大学が置かれた環境を踏ま
え、IR分析の結論を結び、確実に執行可能のポジティブな助
言を提供する。 



アンケート調査データ 

• データベースのシステム運用の制限及びアンケート調査データの重要性 

• アンケート調査データの主な種類 

• アンケート調査担当者 （大学、学外組織、大学と学外組織の連携調査など） 

• アンケート調査のテーマ （新入生調査、学習状況調査、卒業時調査、卒業生調
査、学内基本施設・サービス調査、大学寮生調査、通学生調査、職員満足度調
査など） 

• アンケート調査の企画と管理 

• 大学情報調査の専門担当委員会を立ち上げる。 

• 各種類の調査の管理や規制を担当する 

• 調査研究の調査頻度、ルールを決める 

• アンケート調査の調査データベースの構築 

• 異なる調査テーマに対し、データを収集する 

• 同一アンケートの調査に対し経年データを収集・分析する 

• 同一学生に対し、経年的パネルデータを収集・分析する 



アンケート調査データの例– St. Lawrence University 



  アンケート調査の収集例  St. Lawrence University 



  アンケート調査の収集例  St. Lawrence University 



IR研究の有効な情報
発信及び手段 



IRのウェブサイトの設置 

•ウェブサイトは学生募集、大学イメージの向上及び国際
連携などに重要な意義がある 

• IRウェブサイトの設置 

• 大学メーンホームページにおけるIRウェブサイトへのリンク 

• IR入口サイトの構成 

• 大学が強調したい点、目標ターゲット（看板学部や学科、学部
の功績やランキングなど）の設定 

• ユーザーフレンドリーなインターフェース（図のサイズ・画像・動
画、多様性のあるガイダンス、個人体験談、感動の話） 

• データのまとめ、発信 

• スマホやタブテレットPC等の利用者の実体験 
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ＩＲ室のＨＰ 

ＰＣ版   スマホ版 



スマホ版の多重な設計 

打开下层
内容标志 



       図表、データの設計 

• Student characteristics fall 2014 
• Hawaii (in-state): 66% 

• Out-of-state/US national: 28% 

• International: 6% 

• Female: 56% 

• Countries & regions represented: 
126 

• Total fall 2014 enrollment 
• Undergraduate: 14126 

• Graduate: 5381 

 



IR部門サイトとオンライン管理システムの例と操作 
 

University of Hawai’i at Manoa 



データ情報の報告・管理の標準化 

ステップ1：データの定義と計算方法の標準化 
• データ収集担当部門と執行部の間に効率的なコミュニケーション 

• 関連データの整理、収集、報告の基準とルールを検討 

• 他のデータ発信部門と関連データの比較研究や報告 

• IR部門専属の「データ辞書」 （Data Dictionary)の作成や設

 

ステップ2：データの自動的フィードバックシステム
の設置 
• IR研究分析経路の利用：(SPSS syntax, Excel Pivot Table) 

• IT技術の利用  (オンライン即時報告ツール） 

 



IT技術のソリューション応用 
        ーオンライン報告システム 

• データベースに必要な基本データ
種類 

• 入試情報、入学手続き、学位授与、卒
業年限、成績、教職員構成など 

• 自動的に変数を選ぶ） 

• データ閲覧の権限 

 



オンライン自動的報告システムを利用して 
                    各種報告書の作成例 

• 統計報告書の構成 

• 入学手続き情報 

• 学生数や中退率など 

• 学位授与情報 

• 卒業年限 

• Example: Enrollment 

• （例：入学） 

 Types of Enrollment Reports (UG, GR, total) 

Time period (Fall, Spring, Summer) 

By Gender 

By Full-time/Part-time Status 

By Geographic Origin 

By Race 

By Ethnicity 



オンライン自動的報告システムを利用して 
                    情報を更新する 



標準化されたレポート システムの自動優位を確立 

• 効率性 

自動的に内容が充実なレポートの作成が可能 

• 一致性 

データの計算方法を確定し、経年データの比較が可能 

• 即時性 

いつでもどこでもレポートを随時作成することが可能（スマ
ホーやタブレットPCなどでの作業も可能） 

 


